
1飛耳長目 34 号

R6．1月1
0日茨城新聞

令和５年度 高萩市社会科郷土自由研究作品展
赤水賞受賞者 令和５年 11 月 22 日（敬称略）

「長久保赤水と日本地図」
秋山小学校２年
小茂田　珀翔

「赤水の秘密」
秋山中学校１年 吉田　進之介
土田　莉音 斎藤　俊太郎
金子　海斗 齋藤　珠吏
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　伊能図が英国海図 2347
号の改善に寄与したことは
有名ですが、そもそもの英
国海図 2347 号が赤水図に
由来することはあまり知ら
れていません。これが今回
の展示のポイントの一つで
す。この企画展では赤水図
の紹介にあわせて、大阪大
学の小林茂名誉教授や甲南
大学の鳴海邦匡教授の研究
をもとに、赤水図がクルー
ゼンシュテルンの日本地図
の日本の骨格を示す図とし
て採用されており、このク
ルーゼンシュテルンの日本
地図が、英国海図 2347 号
の主たる原図となっている
ことが紹介されています。　
江戸幕府がイギリス海軍

に伊能小図を渡したのは、
文久元年（1861）といわれ
ています。その半世紀以上
も前の鎖国の日本から海を
渡った赤水図は、日本地図
の日本の骨格を示す図とし
て採用されていたことにな
ります。
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R6. 1 月 21 日　茨城新聞 

マンホールカード

参加された皆様と記念写真

左から 2 人目が鈴木富佐江さん

藤尾秀昭社長 ( 右 ) と

佐川会長

十
二
月
一
日
発
行
の
月
刊
『
致
知
』
新
春

一
月
号
に
拙
著
「
千
古
一
業

長
久
保
赤
水

七
十
歳
の
家
訓
」
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
８
～
11
ペ
ー
ジ
も
転
載
記

事
参
照
）

こ
の
掲
載
直
後
の
一
月
二
十
七
日
（
土
）

に
、
お
誘
い
を
い
た
だ
き
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
「
鳳
凰
の
間
」
で
開
催
さ
れ
た
、
致
知

出
版
社
新
春
特
別
講
演
会
と
パ
ー
テ
ィ
ー
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

新
春
特
別
講
演
会
は
、
愛
知
専
門
尼
僧
堂

堂
頭
の
青
山
俊
薫
氏
・
演
題
「
生
か
さ
れ

て
ご
恩
返
し
と
し
て
生
か
し
て

生
き
る
」、

作
家
の
五
木
寛
之
氏
・
演
題
「
暗
愁
の
ゆ
く

え
」、
致
知
出
版
社
社
長
の
藤
尾
秀
昭
氏
・

演
題
「
先
達
に
学
ぶ
」
の
三
人
の
先
生
方
か

ら
素
晴
ら
し
い
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
約
千
百
五
十

名
の
参
加
者
の
皆
さ
ま
方
と
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
長
久
保
赤
水
先
生
の
偉
大
な
業

績
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
、

「
赤
水
図
」
が
中
学
入
学
試
験
問
題
に
登
場

し
た
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
月
刊
『
致
知
』

へ
の
赤
水
先
生
の
記
事
掲
載
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
鈴
木
富
佐
江
さ
ん
（
東
京
都

：

さ
く

ら
着
物
工
房
主
宰
・
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
会

員
）
も
参
加
さ
れ
、
初
め
て
お
会
い
し
て
そ

の
感
謝
の
意
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

『
人
間
力
を
高
め
る
』

致
知
出
版
社
の
新

春
特
別
講
演
会
と
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
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R5. 11 月 3 日　茨城新聞 

R5. 11 月 2 日　よみうりタウンニュース 

※読売新聞の記事は SNS 等に再録禁止です。
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月刊『致知』 2024 年１月号（致知出版社刊）より 転載
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月刊『致知』 2024 年１月号（致知出版社刊）より 転載
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スペースマガジン（日立タウン誌）11 月号

令和5年度 茨城県芸術祭　『第54回 吟詠剣詩舞道大会 構成吟舞 長久保赤水物語』
https://youtube.com/watch?v=IIvZuqLFxTk&feature=shared　　（1時間48秒）

第７回赤水ウォーク！

2023 年 11 月 11 日

( 土 )　晴

参加者　58 名

歩行距離：７ｋｍ

歩行時間：２時間

　１１月１９日（日）の午後に、東海文化センターで行われた茨城県芸術祭　第５４回吟詠剣

詩舞道大会での企画構成吟舞　長久保赤水物語　です。昨年、東海文化センターにおいて実施

された、令和四年度茨吟連吟道大学講座で高萩市が制作した映画鑑賞の後、長久保赤水先生の

業績を講演させていただきました。これが、今回の茨城県吟詠剣詩舞総連盟のステージにと繋

がりました。この企画構成吟舞　長久保赤水物語　は、茨城県吟詠剣詩舞総連盟が自主制作さ

れたものです。
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R5. 10 月 17 日　東京新聞 

R5. 10 月 16 日　茨城新聞 
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R5. 9 月 19 日　茨城新聞 
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スペースマガジン（日立タウン誌）10 月号

赤水忌
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静岡県駿東郡長泉町　北小学校付近

撮影地 　御殿場線下土狩駅前

  　（コミュニティセンター）

 　長泉町文化祭にて（令和５年 10 月 27 日）

撮影者 　長久保赤水顕彰会会員

 　星野一浩

2023. 11.1 号　広報ながいずみ
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スペースマガジン（日立タウン誌）８月号
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R5. 6 月 16 日　茨城新聞 

R5. ８月 31 日　茨城新聞 
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R5. ６月 13 日　東京新聞 

（松岡中学校 7 月 11 日、秋山中学校 8 月 1 日、高萩中学校

8 月 2 日）昨年、日本大学の卜部勝彦教授が高萩へ来て実

施された「赤水図」を利用した地図の読図出前授業は、今

年度は学習指導要領に沿った各校の単独授業にリニューア

ルされました。これにより、各校の社会科の先生方が視覚

を利用して、生徒が「赤水図」の中に目的地を探し出すな

どの読図授業を、それぞれ工夫して行われました。なお、「赤

水図」レプリカが高萩市から１年生の生徒一人一人にプレ

ゼントされました。

「赤水図」を使った秋山中学校

での授業のようす

「赤水図」読図地理教育に利用 ･･･ 学習指導

要領に沿った社会科授業が実施されました
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R5. ６月 7 日　茨城新聞

R5. ６月 7 日　茨城新聞

web 版ムーの歴史・都市伝

説 2023 年 5 月 18 日掲載

『フリーメーソンが世界に広

めた脅威の日本地図と地理

学者・長久保赤水の謎』

（文 : 皆神龍太郎）

伊能忠敬が完成させた「大日

本沿海輿地（よち）全図」よ

り数十年も前に正確な日本地

図を作製した人物がいた。そ

の 地 図 は お よ そ １ 世 紀 も の

間、日本中で使われ、海外に

も広まっていたという。しか

も、そのきっかけを作ったの

が、日本に初めてやってきた

フリーメーソンだったのだ。

https ://webmu. jp/histo

ry/18065/
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R5. ５月３日　茨城新聞 

R5. ４月 26 日　茨城新聞 
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R ５. ４月３日　茨城新聞 
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R ５. ４月 2 日　茨城新聞 R ５. ４月 2 日　茨城新聞 

小
学
館
が
発
行
す
る
「
サ
ラ
イ
」
二
〇
二
三
年
五
月
号
の

序
論
〝
地
図
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
〟
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
の

記
事
の
中
で
、長
久
保
赤
水
の
『
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』

（
通
称
・「
赤
水
図
」）
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

Ｒ
．
５
．
４
．
10   
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R ５. 2 月 19 日　茨城新聞 



25飛耳長目 34 号

R ５. 2 月 18 日　茨城新聞 

R ５. 2 月 14 日　東京新聞 
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R5. 1 月 27 日　茨城新聞 

後日、県立八千代高校での赤水図

３倍タペストリーを使った授業の様子



27飛耳長目 34 号

R4. 12 月 26 日　茨城新聞 

県
立
八
千
代
高
校
の
図
書
室
に
設
置
さ

れ
た
赤
水
コ
ー
ナ
ー
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R4. 12 月 20 日　茨城新聞 

『江戸時代後記の
　　巨星　長久保赤水』

を発行

国の重要文化財指定記念

『長久保赤水資料群』
を発行




